	第1回　丸亀市人権政策推進審議会会議録

	日　時
	令和8年6月29日（月）午前10時00分～午前11時25分

	場　所
	丸亀市市民交流活動センター　１階多目的ホール1

	出席者
	（丸亀市人権政策推進審議会委員）
竹上精一、宮武正治、大木祐治、宮川文子、織田博、宮武亮二、奥澤日登美、
畑修平、飛田英士、白井恵子、岡田直樹、井上昌子
審議会委員19名中、以上12名出席

	
	（事務局）

高倉総務部長、井下課長、近藤副課長、冨田担当長、岡田主任、高木学校教育課長

	欠席者
	（丸亀市人権政策推進審議会委員）

竹森功、長谷川雄士、藤田登茂子、秦佳子、柳澤和代、香川真衣、柴川優花
以上7名欠席

	傍聴者
	なし

	議　題
	（1）丸亀市人権教育・啓発に関する基本指針（第二次改定版）について

	会　議　の　概　要　

	【事務局】

定刻が参りましたので、ただいまから、丸亀市人権政策推進審議会を開催いたします。
本日はご多忙にもかかわらず、ご出席いただき厚く御礼申し上げます。

本日は遅くとも12時の終了を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。

では初めに高倉総務部長よりご挨拶申し上げます。

（総務部長　挨拶）

【事務局】

続きまして、竹上会長よりご挨拶を申し上げます。

（竹上会長挨拶）

【事務局】

本審議会の委員の皆様につきましては、昨年度に委嘱を行っており任期中における人事異動に伴い新たに就任されました委員の皆様に、総務部長より委嘱状を交付いたします。
（新委員への委嘱状交付）

【事務局】

ここで、本日の資料について確認をいたします。

（事務局より、資料の確認）

【会長】

審議会は公開、それから議事録の公開について確認しておきたいと思います。

これらのことについて、事務局から説明をお願いします。

【事務局】

本日は竹森委員、長谷川委員、藤田委員、秦委員、柳澤委員、香川委員から、都合により欠席の連絡を受けております。よって、本審議会に、19名のうち12名の委員のご出席をいただいており、附属機関設置条例第７条第２項による半数以上を満たしておりますことを報告いたします。

なお、この審議会は、丸亀市附属機関会議公開条例により原則公開となっています。また、議事録もホームページで公開することといたします。議事録につきましては、要点筆記で行い、発言については「Ａ委員・Ｂ委員」と記載し公開いたします。情報公開条例による開示請求を受けた場合は、発言者名入りで開示いたしますのでよろしくお願いします。

【会長】

それでは会議の公開、議事録の作成については、事務局から説明がありました通り、よろしくお願いします。それでは、報告の方に移りたいと思います。

丸亀市人権同和行政2026年度事業概要について、事務局から説明をお願いします。

【事務局】

それではお手元に、丸亀市の人権同和行政2026年度事業概要をご用意ください。

　　　（人権同和行政2026年度事業概要説明）
なお不明な点、わかりにくい点がございましたら、遠慮なくお申し出ください。

【会長】

ただいま、2026年度の事業概要について説明がありましたけれども、質問なり、それぞれの立場で、さらに説明が必要な箇所等ありましたら、ご意見いただけるとありがたいです。いかがでしょうか。5分ぐらい時間取りますので、よろしくお願いします。

（特に意見なし）

また、会議の最後でもご意見いただこうと思ってますので、思いついたことがあれば、よろしくお願いしたいと思います。

それでは次にいきたいと思います。本日の議題で、「丸亀市人権教育啓発に関する基本指針第二次改定版（案）」について事務局から説明します。

【事務局】

お手元の丸亀市人権教育・啓発に関する基本指針の改定スケジュールをご覧ください。

本案件につきましては、令和8年2月から12月まで審議会において審議をお願いすることになっており、今後については、本日を含め、本年度2回の開催を予定しており、基本指針改定案についてご審議いただきたいと考えております。本日のご意見をもとに基本指針改定（案）を修正し、庁内において、政策会議及び庁議、さらに総務委員会協議会で説明を行い、10月には約30日間、パブリックコメントを実施し市民の皆様から広くご意見をいただく予定です。その後、寄せられましたご意見をもとに修正を行い、11月から12月頃に、本年度2回目の審議会を開催し、最終案について委員の皆様にご審議いただきます。そして、12月から1月頃に本審議会から市長へ答申をいただき、１月から2月頃に庁内の庁議にて説明し、来年3月頃の完成と印刷物の配布を予定しております。

以上のスケジュールで進めたいと考えておりますので、皆様よろしくお願いいたします。

【会長】

最後、2月か3月に配布となっていて、これはどこまで配布をされますか。

【事務局】

今のところでは市役所関係の部署、施設、そして、人権教育なので、学校関係も配るような予定を考えております。続きまして、改訂版の案の説明の方させていただきます。説明の前に1点修正がございます。指針の7ページをお開きいただければと思います。

7ページになりますが、ビジネスの人権と書いている後に、記号で※があると思いますが、そのあと、数字5ではなく、6の誤りになっておりますので、お手元の資料の修正をお願いします。

それでは前回の基本指針の案から修正をいたしました内容につきまして説明させていただきます。今回の改定案の修正につきましては、前回の審議会におきまして、委員の皆様からいただきましたご意見、並びに社会情勢の変化や、新築の動向を踏まえまして、内容の方を修正しております。

主な変更点は3点。まず1点目は、全体の構成や、体裁の見直しを行い、フォントやレイアウトを整理することで、より読みやすく、内容が分かりやすいものとなるように修正しました。また、専門的でわかりにくい表現につきましては、具体的な言い回しに改め、できるだけわかりやすく、理解しやすい内容となるように、改善をいたしました。

続きまして、2点目になりますが、高齢者や、障害者、子供、外国人等の各分野につきましては、市民意識調査の結果や、ヤングケアラー、デジタルデバイドといった新たな課題を反映し、現状に即した内容を掲載しました。

あわせて本市の条例や施策との整合性を図る観点から、多様性を認め合うまちづくり条例や、インターネット上の誹謗中傷等の防止関する条例などとの関係も明確にし、市民意識調査の結果から見える、市の実情に即した指針となるように修正しました。

3点目になりますが、前回の審議会でご意見いただきました、非常に専門的な用語につきましては、用語解説を設けました。

【会長】

今回は、審議会の委員の皆様には、このような内容で修正したものにつきまして、ご審議、ご意見等をお願いできたらと思いますので、よろしくお願いいたします。

前回の議論というか、討議を経ての修正が出てきていますので、事務局から説明があったように、さほど大きく、部分が変わっていたり、新たに設定を加えられたものは、ないのかなというふうに思うんですけれども、改めて、今回、目を通していただいてると思うので、何か気づき等ご意見いただきたいなというふうに思っています。どうでしょうか。

【Ａ委員】

改定のスケジュールの中で、それぞれ、政策会議、それから庁議、総務委員会っていう会議体が記載されておりますけれども、どういう内容のものか。

どんな組織でどういうふうな説明をしてるかっていうのがちょっとわかりにくいなっていうことで皆さん方に説明していただけたら。

【事務局】

先ほど宮武副会長の方からご指摘いただきました、会議の内容についての説明になります。

まず、政策会議につきましては、政策会議につきましては市の方で重要な政策について、事前に市長や部長をはじめとした方にご意見を伺って、この基本指針の内容に問題がないかとかどうかについて、確認をとって、ご意見をいただくような会議となっております。

その次、庁議につきましては、政策会議等で決めた方向性とか内容につきまして、全体でこの内容でいくというのを、市長、副市長始め各部の部長も入り行ってる会議になるんですが、市の方で全体的な方向としてこれでいくということを示すような会議になっております。

そのあとの総務委員会協議会というのは、丸亀市議会の議会の会議でございまして、その中で、各議会の中で委員会が、各専門分野、専門的に審議するという必要がある中で、3つの委員会に分かれておりまして、そのうち人権課の所属する総務部は総務委員会になっておりまして、こちらで議会、議員さんに説明するというような内容になっております。

基本指針は議案ではありませんので、総務委員会は今回の場合であれば9月議会になるんですけども、総務委員会が1回開かれる中で委員会が終わった後で、、その中でこちらの指針の内容を総務委員会の議員の皆さんを含めた、各議員さんに説明をしまして、内容について、ご理解、ご了承いただきたいと思っております。

以上です。

【会長】

他にいかがでしょうか。

【Ｂ委員】

私も、全体ちょっと読んでみて、常に内容が充実してですね、非常に私自身が勉強になったんですけれども、ちょっと前と比べて、ポイントが小さくなったと思うんです。

市長の挨拶のところ、前と比べてかなり変わっているし、なんか、上の方に文章が寄って前は全体的にバランスがとれていたんですけれども、ちょっと気になります。

挨拶のところに前は日付があったんですけども、それが削除されてるというところもちょっと気になったところ。このレイアウトについては何点かあるんですけれども、後に意見を述べたいと思います。

【会長】

事務局、お願いします。

【事務局】

まず、字の大きさは、前回のものは事務局としてはちょっと大きいかなと思ったので逆に小さくて、ちょっと文字数を減らしまして読みやすくしましたが、読みにくいというご意見でしたので、ポイントが大きくできるかどうか、レイアウト含め、ちょっと検討したいなと思います。

市長の挨拶につきましては、以前に比べると、内容の方をブラッシュアップして、短くまとめたんですけれども、レイアウト上の方に上がってるということで、確かに委員がおっしゃる通り、上にちょっと上がっていますので真ん中に移すようにできるかどうか、事務局で考えます。以上です。

【会長】

これ、ちなみに、何ポイントですか。

【事務局】

確か11ポイントだったかなと。前回は12か13だったかと思います。

【会長】

確かにページ数、印刷の関係がありますからね。

例えば10.5ポイントとかだったら、若干年寄りは辛い。なので11ポイントぐらいが多いかなと思うので、検討いただきたいと思います。ありがとうございました。他にいかがでしょう。

【Ｂ委員】

よろしいですか。用語の解説がたくさんあって非常にわかりやすく、後ろでまとめてあって、一緒に、その点はよかったと思う。

3ページ、括弧2の第三次丸亀市総合計画のところ、2023年ではなく、2033年ですね。

9ページ、一番下に、【旧綾歌町の取組】とあるのは、改ページですね。

12ページ中段あたり、無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）というのがあるのですが、無意識の偏見と書いて、アンコンシャスバイアスという説明なんですが、非常にわかりにくい。無意識の偏見、何か具体的に、米印で何かご説明していただいたら、ぱっと見ただけでは、無意識の偏見というものがどういうことか。例えば、女性のリーダー、すごいわねっていうふうなのがあるんですけども。リーダーは男性だというのはおかしいが、そういう意識でいる方がおると思うんですが、例を出してないから、よくわかると思うんです。

また、31ページに、外国人の現状と課題の無意識の偏見（マイクロ・アグレッション）はおかしい。

それと、細かいことなんですが、その12ページの（1）の学校（園・所）というところ、学校と書いて、園・所と書いてある園・所の部分が分かりにくい。おそらく、こども園とか保育所のことを言ってるんでしょうが。

それと、ちょっとわかりにくいところがあるんですけれども、13ページ（イ）のところ、1行目、『人権教育を通じて、育成すべき資質・能力は、「知識的側面」、「価値的・態度的側面」及び「技術的側面」の3つの側面から捉えられます。そのあとに、このうち、人権感覚の基礎となる態度や技能は、児童生徒が自ら、主体的に学習に参加し、他者と協働する体験を通じて身につくものです。』とあって、態度とか、技能は分かるんですけど。価値的側面というのが、どうもよく分からない。その言葉が難しいというか、おそらく読んでも。

13ページ（エ）のところ、2段落目。安心安全な学校づくりを基本として教職員は「児童の権利に関する条約」の4原則（差別の禁止、最善の利益、生命と発達の保障、意見表明の権利）。この4原則で、最善の利益でもちょっと4原則中で、分かりにくい。他は、差別の禁止がよくわかるんです。生命の発達の保障、意見表明の権利、パッと出てくる。それは、その子にとって最も良いことは何か言う。子供の意志をしっかり聞いて、そういうだと思うんですよ。

15ページの（3）の3行目。「こうした学校・学級の雰囲気は、正規の教育課程の並び、「隠れたカリキュラム」として児童生徒の人権感覚の育成の面で重要であることが」というところで、その隠れたカリキュラムというところ、ちょっと気になりました。

15ページの下から10行ぐらいのところ、2019年（平成31）年1月25日中央教育審議会のところ、1月25日の、日の後を、日中と読んでしまう。空けると分かりやすい。

23ページ（オ）のところ、特定の職業、括弧して八士業とある。急に八士業が出てきているので、何か例を挙げていただけたら。例えば弁護士や弁護士や司法書士等。

【会長】

私は読んで、非常に内容的には素晴らしいと思います。

教育の方に行くと、第三次取りまとめの内容があるから出てきているので、後ろに載せるのも、結構なボリュームなんで、米印をして、用語解説のご説明でいくというのも。またそのあたり、事務局の方で、検討していただいてと思います。

ちょっと視点を変えると、一般市民には出さないはずなんですね、この指針。先ほど、公的機関、もしくは学校からという話だったので、私どもは全て把握してる言葉なんですね。一般市民対象に持ち込み、指針を出すんであれば、かなりの説明をしないと、何か読み飛ばされていく可能性がある。そのあたりちょっと事務局の方で、配布先を踏まえた上で、どこまで、米印で付け加えるか、検討いただけたらと思います。いかがでしょうか。

【事務局】

先程、ご指摘いただきました内容につきまして、読みにくい、わかりにくい語句等につきましては、例をつけるか、もしくは後ろの用語解説につけて、内容の説明、解説をするというやり方にしたいと思います。

また、会長がおっしゃっていました一般市民の方への説明につきましては、表紙のところ一番下にＱＲコードをつけ、ホームページに公開することで、市民の場合も、分かっていただきたいと考えております。

あと、市民の方にわかってもらうには、専門的なものは、用語解説の内容を増やさないといけないのかなと思います。また、事務局の方での改定（案）を見まして、これはちょっとわかりにくいかなというような言葉ありましたらまた追加で、加えていきたいと考えております。以上です。

【会長】

これは皆さんバラバラだと思うんですよ。多分、例えば自分が専門としてるジャンルについては、当然、ご存じだけど、そうじゃないジャンルについては、分からないところもあると思います。それを踏まえて、皆さんのルールとしてはわかってもそのことはわからないんじゃないのか、他にあれば、この際、出していただいてると、事務局が何回も訂正する必要がなくなるのかなというふうに思いますので、そういう視点で、振り返ってみていただいて、気になるようなことが、ちょっとこれはっていうことがあれば、ご指摘いただけるとありがたいです。

【Ｂ委員】

もう1点、18ページ市職員、真ん中のところ。後ろの方、4段落目に、また職場におけるセクシャルハラスメント、その下に、カスタマーハラスメントの解説で、著しい迷惑行為等となってるんですが、もう、セクハラはもうみんなわかってるので、米印であるんですけども、それよりも、カスタマーハラスメント。こちらの方がわかりにくいんじゃないか。だから、これを入れていただけた方がいいんですけど、米印で入れて。

【会長】

それでは事務局の方でまた、そのあたり、ハラスメントと言っても山ほどあるんです。『ホワハラ』って知ってますか。何もしないことが、ハラスメント。例えば、新しい社員が入ってきた。やっていきたいなということを新人研修で入れる。要は、不作為のということ。しないといけないことをしないことも、ハラスメントと言ってるんですよ。だからもう、何かにおいて、どっちから見るかによって、ハラスメントだって今のそんな時代なんですよね。載せないとわかんないので、なんか微妙ですけどもね。ただハラスメントでこんなことがありますよ、っていうぐらいで止めるのか。
ここにあるように、結構文字数使って説明を入れるのかは検討の余地ありかな、と思いますけど、また検討いただけたら。

【Ⅽ委員】
これホームページに載せる部分。このまま載るんですか。ＰＤＦにして載せるのか、それとも、これをホームページ上に、ダウンロード形式で載せるのか。それともホームページに文字を並べて載せるか。それともファイルとして載せるか。

例えばページに載せるなら、要するに、もうちょっと予算が可能か分からんけど、難しい文章のところを、押したらテーマが出て、こういう意味ですというような仕組みをつくれば、ホームページ見たら、ものすごくわかりやすい文章にはなると。ただ、そこにお金がかかるから、そこまでできるかどうかというところも大事だと思うんですけど、どうなのかな。

【事務局】

今、委員がおっしゃってた件ですけれども、ホームページにＰＤＦで、この指針の全ページを載せようと考えております。

今おっしゃった説明が出てくるというのも、費用的な問題もあるので、少し難しいと思います。こういう指針ができましたというもので、ＰＤＦで、この指針を掲載したいなというふうに今のところ考えており、以上です。

【会長】

いいですか。

やっぱり、指針ですので、そんなに詳細には書いてない。何々をする、どのようにするかっていうのは多分、指針を受けて、次打つイベントだったり、いろんなものの中に、流し込んでいく。骨格というのが指針なので、あまりそこに詳細を求めると。内容的にも、よろしいんであれば、これでいこうかと思います。よろしいでしょうか。

【Ｄ委員】

細かいことです。無意識の偏見というのは、何ヶ所か出てるんですけれども。

ほとんどはそのアンコンシャスバイアスという表現。ところが、31ページのところは、マイクロ・アグレッションとなっていて、同じ言葉に対して、２つの言い方はよろしくない。

13ページの（エ）の下から3行、さらにのところ、段落落ちしてない。以上です。

【会長】

それではよろしいでしょうか。一応、ご意見いただいたという理解で。

私の方から1つ提案ではないんですが、この指針、10年間、進めていく行政の、土台になるもの。先ほど少し言いましたが、この指針を基に、いろんな事業が進められていますので、いわゆる、心臓部なんですね。なので、今から私が上の会長としてではなくて、研究所の職員の立場で、ご理解いただけるとありがたいんですが、ちょっとお時間いただきたいと思います。

一昨年の市民意識調査の結果を見て、先程、事業の説明ありましたよね。人権課がこれだけの内容をやっている。本当に、びっくりするぐらいやっている。関係機関と連携しながら。また、教育の中で、人権同和教育をそれぞれの学校で一生懸命やっている。ところが、やってるんだけど、市民意識調査結果を見ると、ちょっとどうなの、という結果なんですよ。だから、極端に言うと差別はいけないってみんな知っている。ところが、じゃあなくすために何ができますかっていうと。

背景には、自分ごとではないというものが。いや、どうして自分ごとにならないのかっていう。もうやっぱり何とかしないと、多分これ5年刻みの意識調査。ずっと変わらない。良くはならない。

ネットの関係は、社会自体は差別を肯定する方向に。それに対して、そうじゃないっていうふうにしないと。実際、差別をなくすための指針でもあるし、差別をなくすための動画制作でもあるし、人権同和教育であって欲しい。個人的な思いなんですね。それを考えたときに、今の社会の有り様として、意識調査の中では例えば結婚差別は自分のときは最もきつい。親は少し、友達になるとそうでもないと、はっきりと意識調査に出るんですね。つまり、自分ごとになっていない。数字に出てきている現状の中で、それを変えていきたいと思うんですね。これだけ一生懸命やってるのにその皆さんの努力が見えるので、なおさらそう思うんですけれど。
そこで、社会が、差別を変な言い方ですが肯定し得る方が多い。その社会に子供たちを、入れていくのかっていう話。社会に入れば長いものに巻かれていく。10人いる中で、自分1人だってそれは違うって、言えない。それで世の中ね、そこに子供たちが入っていくとしたときに、一番言いたいのは何かっていうと、学校教育も一生懸命やってる。社会教育も一生懸命やってる。それぞれがそれぞれのことを意識しながら、もしくは共通理解しながらやれてるのか、やってきたのかどうか。

今日、学校教育課長が来られてます。課長として、どんな思いありますか、今。

【学校教育課長】

失礼します。私も現場において人権同和教育を一生懸命してきた立場として、お話させていただくと。

ずっと大事にしなくてはいけないこと、学校教育の中で忘れてはいけないことがやっぱりあるんだろうなと思っています。で、それは意識調査の中で、「同和問題とか、部落差別のことを初めて知ったのは」という設問で、学校教育で初めて知りました、という回答が以前よりは大分増えてきてるのかなと。

ここに期待するのは、学校教育の中で知ること。それは知り合いからとか、誰かの別の人から聞いたときに、誤った知識として入るよりも、学校教育の中できちんと正しく、理解してもらうということは大事なんだろうなっていうことを思ってるのが1つです。そのためには、今回、指針を各学校にも配っていただけるということで非常にありがたいと思っていて、それを、先生方が、ここを大事にしないといけないという意識を、しっかり持たないといけない。そこをしっかりやりなさいよっていうことが、今後もまた伝えないといけないなと思っているのが1つあります。

もう1つ。現場の教員にしてみたら、本当に、今することが多くなっていて、色々なことを教えないといけない。教育内容も増えている上に社会のニーズの中で、先程お話ありましたインターネットの問題とか、子供同士のいじめの問題とか、ＳＮＳのトラブルとか、そういういろんなことを扱っていくんですけど、それを別個にすべて扱っていくと、本当にもう先生が疲弊するだけでなってしまう。

そんな中で、私は個人的に一番大事に考えているのは、12ページの（1）の人権教育推進の中で、「学校・園・所においてはこれまでの同和教育の成果を生かしながら」という一文が入ってるんですけど、私個人的にはすごく大事にしていて、人権同和教育をずっとこれまで積み上げていく中で、それぞれの学校がこれまでの蓄積は結構やっぱり持っていて、やっぱり人を大事にすること、お互いに尊重していくことって本当に大事だよね、そういう人にみんななっていってね、周りの友達で辛い思いしてる子がないように、っていうことをずっと知らしめていく中で、学んだことが他の差別の問題を学ぶ中でも生きていく、いわゆる関連していくんですよね。

やっぱり、いろんな問題があるのを別個別個でやるんじゃなくて、それって前に習ったことと同じやなとか、だったらみんなもできることあるし。家の人にもこんな話してみたらどうやろうっていう中で、そういう人権を尊重していく教育というものを差別解消に向けた取組に広げていく。それは、これからも大事にして欲しいなと思っています。

だけど、学校で一生懸命教えるんだけど、家に帰っておじいちゃんおばあちゃんと話したら、あんまりそんなこと知らない。むしろ否定的なことを言われて、つらい思いをしたっていう話も、ちょっと聞くことがあったりして、それを今、一生懸命、社会教育を人権課さんが進めていただいてる中で、裾野を広げながら、いろんな世代に訴えかけてるのは、すごく大事なことなんだろうなというふうに思っています。

少なくとも、学校教育の中で、こういった人権問題を扱いながら、しっかりと進めていくってことは本当に大事なことで、それを、風化させてはいけないなと。

先ほど言った教育の成果を生かしながらいろんな差別の問題を扱ってきたことを、今どんどん若い先生も増えているので、そういったところにしっかりと、この中でも、継承していきながら、こういう教育は根本のところから押さえていかないと進められないよっていうところを、教えていきながら、若い先生にも力をつけていって欲しいなと思います。

そして子供たちを、そんな差別はいけない、そういう差別がない社会をみんなで作っていこうっていう、そういう実践力のある子供たちに、育てていけたらいいのかなということを思っています。学校は学校でそういうところ大事にしていく中で、社会教育でいろいろしてくださっているところと繋がってきたらいいのかなというふうに思います。

【会長】

ありがとうございました。

課長さんがおっしゃった、子供たちに、どんな社会にしていきたいとか、どんな人になりたいか、この差別だめですよ、あの人かわいそうだから何とかしないといけないんですよっていう、どっちかっていうと、表面的なことに、ついなりがち。

例えば、いじめはだめです。皆さん、分かる。では、なぜいじめはダメなのかと問われると言えますか。そこなんですね。つまり、いろんな人権侵害、今や法であるじゃないですか。それを見抜けるものの見方、考え方を作らないと。モグラたたき負けるんですよ。学校教育の中でそのものを入れた考え方を、個別人権課題を学ぶ前に、作ろうと多分してるんだと思うんですね。そのことを、社会教育の中に持ち込んでいけば、ずっと私思ってるんですよ。学校教育と社会教育が連動しない。お互いがやってることを知った上で、自分の守備範囲をやっていかない限り、うまくいかない。せっかくやってるので、そこを効果的にやっていって、今日いろんな立場で委員さんいらっしゃってると思うんですね。それは皆さんにも関係する話。学校でこんなことをしていって、うちはうちとしてはこんなことや何かあるんよねって、もし道筋が持てるんであれば、地域に動いていく。なんかそんなことを。

学校では、流されない子供をつくっていく。社会教育では、流れない社会をつくる。そんな思いがあって、最後に一言言わせていただくと、そういう社会があって、今こういう課題がある、だからこういうふうにしていきたいよねっていうのを、共通理解までは今日、しておきたい。特に意見を求めるつもりで出した話ではない。

これでいいです。あえて何かご意見いただけるんやったらありがたいんですが、いかがでしょうか。

【課長】

貴重なご意見ありがとうございました。先生がおっしゃった学校教育と社会教育、連動しながらというのも私も非常に身にしみて、まさにその通りだなというふうに感じております。

社会教育だけやったから、差別とか啓発ができるものでもないし、学校教育は本当に、子供の頃からやってるから、そのままいくとならないと思います。本当にこの互いに絡み合いながら、うまくこう、社会の中でそういう溶け込ませながら、差別というものをとにかくなくしていく、そういう世界を築いていきたいと考えておりますので、また、私達、そのために努力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

【会長】

ありがとうございます。

学校教育課長さんいらして、お話いただいて、課長さんお話いただいて、具体的にね進めるような、庁内の人事なんてありますか。そういうセッション極端なセッション作ることって、難しいですよね。部長。

【総務部長】

課題っていうのはこういうふうにして、そういった状況を解決していくために、まずは指針を作って、解決できてきて、解決できていないというのがあると思います。そういったことにつきましてまた、教育委員会、それと我々もその方が一緒になって、やっていくんですが、まずそういった人事組織については、今後、組織の方で検討している部門等々も考えながら、とは思います。

【会長】

そういう土台ができた上でこの指針ができているっていうふうに思いたいなあというふうに思いますので、よろしくお願いします。それでは、今日の議題についてはここで終わりたいと思います。ありがとうございました。

【事務局】

では、委員の皆様にたくさんご意見いただきました内容を、事務局の方で、改定案につきまして修正等進めてまとめていきたいと思っております。また委員の皆様のご意見も、随時お伺いします。

【会長】

はい、ありがとうございました。事務局、その他で何がありますか。

【事務局】

ありません。

【会長】

それでは以上、本日予定していた議事すべて終了したいと思います。

ということで一応切るんですけど。

【Ｄ委員】

一番最後、18ページの表の説明を聞きたかったのですが、この、①の児童虐待の数字で年々増えてる被害者の数字は西部子供センターとか県で扱ってる数字なのか市の数字なのか。児童虐待の件数も年々増えていると思うのですが。

【Ｅ委員】

県西部子供相談センターです。

おっしゃられる通り、虐待件数は増加をしておりまして、県全体で1316件対応しております。当然、各市町で対応する件数を合わせると、もっともっと多くの件数があるのかなというふうには、思っております。

虐待は深刻な人権侵害でありまして、児童相談所としても、力を入れて取り組んでいるんですけれど、やはりその背景には、貧困の問題等があるんです。ヤングケアラーも含めてですけれども、シングルの世帯であったりとか経済的困窮世帯、あと、虐待の世代間連鎖です。その親自身も以前から虐待を受けていて、十分にケアされてなかったというふうな、そういったところで虐待が起きやすいというところがありますので、一番大事なのは虐待の早期発見、早期対応ということでですね。本当に相談の窓口も設置していただいて、早期にいろんな対応をしていただけるのは本当に助かっておりまして、できるだけこういった早期の内容を、みんなで協力しながらやっていく、繋がりをつくることが方針なので、いろんな人と人との繋がり、もっともっとつなげていきたいと思っています。

児童相談所でできることは限られていて、虐待が起きたときに、対応するので精一杯ということで、本当に市や町の皆さんの活動連携というのが本当に頼りになっておりますので、今後とも連携を取りながら進めていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

【会長】

ご質問ありがとうございました。他よろしいでしょうか。

それでは、進行を事務局にお返しします。

【事務局】

竹上会長、また委員の皆様、ご審議ありがとうございました。

それでは、以上で審議会を閉会いたします。

本日はありがとうございました。

　　　（閉会）
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